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学
生
の
目
線
で
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
が
快
適
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
創
造
す
る

試
み
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「
認
知
症
の
人
の
社
会
共
生

と
課
題
解
決
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
「
ピ
ー
プ
ル
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
指
導
・

栗
芝
正
臣
准
教
授
、
佐
藤
慶

一
准
教
授
、
須
藤
シ
ン
ジ
非

常
勤
講
師
、
学
生
21
人
）。

中
間
発
表
が
７
月
23
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。

　
自
治
体
や
国
内
外
の
大

学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
な

ど
が
連
携
し
、
地
域
で
安
心

・
快
適
に
暮
ら
す
た
め
の
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す

る
。
２
年
間
に
わ
た
る
長
期

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
優
秀
な

提
案
は
来
年
度
実
用
化
さ

れ
、有
効
性
が
検
証
さ
れ
る
。

　
最
初
の
試
案
と
し
て
発
表

さ
れ
た
の
は
▽
家
族
の
個
性

や
人
生
を
記
し
介
護
に
役
立

て
る「
本
」▽
認
知
症
の
人
と

介
護
者
が
２
人
で
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
｜
｜
な
ど
７
つ
。

　
学
生
は
５
月
か
ら
、
連
携

す
る
川
崎
市
と
東
京
都
渋
谷

区
の
職
員
ら
か
ら
認
知
症
の

人
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い

て
聴
講
。
６
月
に
は
班
に
分

か
れ
、
川
崎
市
内
の
施
設
や

介
護
事
業
所
な
ど
５
カ
所
で

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
が
認
知
症
と
向

き
合
う
の
は
初
め
て
。
介
護

現
場
の
人
手
不
足
や
制
度
・

設
備
の
不
備
、
社
会
の
理
解

不
足
な
ど
多
く
の
課
題
を
知

っ
た
。
あ
る
お
年
寄
り
か
ら

は

｢

生
活
し
て
い
て
困
る

こ
と
は
な
い
が
満
足
は
し
て

い
な
い｣

と
聞
い
た
。「
満

足
感
が
な
い
の
は
生
き
が
い

が
な
い
か
ら
で
は
。
生
活
の

張
り
と
な
る
も
の
が
必
要
だ

と
思
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー
の

吉
田
幸
次
郎
さ
ん
は
話
す
。

　
教
員
や
講
師
に｢

ク
リ
エ

ー
テ
ィ
ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る

解
決
策
を｣

「
将
来
自
分
が

認
知
症
と
な
っ
た
と
し
て
、

喜
ん
で
利
用
し
た
い
か
考
え

て
」
と
励
ま
さ
れ
、
何
度
も

ア
イ
デ
ア
を
練
り
直
し
た
。

　
発
表
に
は
約
２
０
０
人
が

来
場
。
説
明
す
る
学
生
と
の

間
で
「
本
作
り
を
孫
と
祖
父

母
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
位
置

付
け
て
は
」「
ト
イ
レ
の
問

題
点
を
リ
サ
ー
チ
す
る
ツ
ア

ー
を
企
画
し
た
ら
ど
う
か
」

な
ど
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。「
介
護
経
験
者
の
方

か
ら
も
貴
重
な
意
見
を
聞
け

た
。
全
部
書
き
留
め
ま
し

た
」（
前
場
香
里
さ
ん
）。

　
栗
芝
准
教
授
と
佐
藤
准
教

授
は
「
あ
く
ま
で
試
案
で
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か

り
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
ね
問
題
点
を
掘
り
下
げ
る

作
業
が
必
要
」
と
話
す
。
11

月
に
は
連
携
す
る
他
大
学
と

の
発
表
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
ピ
ー
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
創
造
的

に
実
現
す
る
方
法
や
思
想
）

を
提
唱
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（
代
表
理
事
は
須
藤
シ
ン

ジ
非
常
勤
講
師
）、
自
治
体

（
川
崎
市
、
渋
谷
区
）
や
国

内
外
３
大
学
（
慶
應
義
塾
大

学
、
青
山
学
院
大
学
、
オ
ラ

ン
ダ
・
デ
ル
フ
ト
工
科
大

学
）、
企
業
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
て
行
う
共
同
研
究
。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
発
表
（
来
年

２
月
）
や
、
自
治
体
や
施
設

で
提
案
を
検
証
す
る
社
会
実

験（
来
年
度
）が
行
わ
れ
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
の
必
修
科
目
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
間
発
表
会

と
、
学
生
の
活
動
や
制
作
物

を
披
露
す
る
展
示
会
「
Ｋ
Ｏ

Ｕ
Ｓ
Ａ
２
０
１
７
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ｒ
　
Ｅ
Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
コ
ウ
サ
展
）」
が

７
月
23
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
ポ
ス
タ

ー
展
示
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び

の
成
果
を
、
来
場
し
た
研
究

者
や
同
学
部
を
志
望
す
る
高

校
生
ら
に
伝
え
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
３

年
次
の
必
修
科
目
。
学
生
が

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
習

で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や

ス
キ
ル
を
駆
使
し
て
解
決
策

を
提
案
す
る
。
中
間
発
表
会

で
は
26
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

前
期
の
研
究
の
成
果
を
発
表

し
た
。

　
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ

ー
」
に
関
す
る
ア
プ
リ
を
開

発
し
て
い
る
の
は
江
原
淳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
会
場
の
入
り

口
で
は
実
際
に
ペ
ッ
パ
ー
が

退
場
者
と
〝
交
流
〞
し
て
い

た
。
田
中
稔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
分
か
り
や
す
い
履
修

支
援
サ
イ
ト
の
作
成
に
励

む
。

　
ま
た
、
上
松
大
輝
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
学
内
の
さ
さ

や
か
な
不
満
を
楽
し
み
に
変

え
よ
う
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
装

置
の
開
発
や
、
10
号
館
の
階

段
の
混
雑
緩
和
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
コ
ウ
サ
展
で
は
１
年
次
か

ら
４
年
次
ま
で
の
必
修
科
目

や
専
門
科
目
、
卒
業
演
習
な

ど
を
紹
介
。
授
業
で
学
ん
だ

技
術
を
使
っ
て
製
作
し
た
ア

プ
リ
や
ゲ
ー
ム
、
映
像
作
品

を
展
示
し
た
。

　
写
真
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

映
像
を
作
っ
た
１
年
次
の
中

武
真
聖
さ
ん
は
「
ま
っ
た
く

の
初
心
者
だ
っ
た
が
、
楽
し

く
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
べ
る
か
と
思
う
と
わ
く

わ
く
す
る
」
と
語
っ
た
。

　
当
日
は
同
学
部
の
Ａ
Ｏ
入

試
・
学
部
説
明
会
も
開
催
さ

れ
、
多
く
の
高
校
生
が
興
味

深
そ
う
に
ブ
ー
ス
を
回
っ
て

い
た
。

ケ
ー
ジ
内
側
に
は
川
崎
の
自

然
豊
か
な
表
情
を
映
画
フ
ィ

ル
ム
の
よ
う
に
印
刷
し
た

「
あ
の
木
の
実
」（
後
藤
駿

冶
さ
ん
ほ
か
）、「
ビ
ー
ル
で

清
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
よ

う
な
実
り
あ
る
人
生
を
」
と

願
い
を
込
め
た
「
福
渡
矢
」

（
梅
津
亮
さ
ん
ほ
か
）
｜
｜

と
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
並
ん

だ
。

　
見
学
に
訪
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
大
橋
佑
太
さ
ん
（
平
20

ネ
ッ
ト
情
報
）
は
「
若
さ
に

あ
ふ
れ
、
柔
軟
性
豊
か
な
作

品
が
多
い
。
こ
ち
ら
が
新
鮮

な
気
持
ち
に
な
れ
た
」
と
笑

顔
で
た
た
え
た
。

　
指
導
の
上
平
教
授
は
「
２

年
次
生
に
と
っ
て
初
め
て
デ

ザ
イ
ン
を
学
ぶ
授
業
。
考

え
、
形
に
す
る
と
い
う
一
連

の
作
業
を
や
っ
た
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
自
信
が
つ
い
た

の
で
は
。
た
だ
発
表
会
は
作

品
の
説
明
に
終
始
し
た
グ
ル

ー
プ
が
多
か
っ
た
。
だ
れ
が

ど
ん
な
体
験
を
し
、
ど
う
情

報
と
し
て
伝
え
る
の
か
と
い

う
点
に
、
も
っ
と
力
を
入
れ

て
」
と
注
文
を
つ
け
た
。

　
ギ
フ
ト
用
フ
ラ
ン
ス
菓
子

を
包
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ

イ
ン
し
よ
う
｜
｜
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
の
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
基
礎

演
習
（
指
導

上
平
崇
仁
教

授
ら
４
教
員
）
の
発
表
会
が

７
月
18
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
創
意
あ
ふ
れ

る
40
作
品
が
並
ん
だ
。

　
同
演
習
で
は
、
２
年
次
生

１
３
０
人
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
課
題

に
取
り
組
む
。

　
今
回
は
洋
菓
子
ブ
ラ
ン
ド

の
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ュ
社
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
。

同
社
が
こ
の
演
習
の
た
め
に

特
別
に
考
案
し
た
ギ
モ
ー
ヴ

（
フ
ラ
ン
ス
風
マ
シ
ュ
マ

ロ
）
の
ビ
ー
ル
味
と
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
味
２
種
を
創
作
。
学

生
た
ち
は
、
授
業
で
職
人
の

製
作
過
程
を
観
察
し
、
完
成

品
の
用
途
を
考
え
て
商
品
を

引
き
立
た
せ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
考
え
た
。

　
川
崎
市
に
は
ブ
ー
ル
ミ
ッ

シ
ュ
社
の
営
業
本
部
と
製
菓

ア
カ
デ
ミ
ー
が
あ
る
。
菓
子

職
人
と
し
て
も
名
高
い
吉
田

菊
次
郎
社
長
と
上
平
教
授
は

交
流
が
あ
り
、「
か
わ
さ
き
コ

ン
フ
ィ
ズ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
コ
ラ
ボ
が
実
現
。

「
地
域
性
を
も
っ
た
洋
菓
子

を
」
と
の
専
大
側
の
注
文

に
、
同
社
の
菓
子
職
人
が
、

川
崎
市
多
摩
区
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
醸
造
所
な
ど
の
協
力

を
得
て
創
作
し
た
。
発
表
会

は
演
習
室
４
室
を
使
い
、
ブ

ー
ル
ミ
ッ
シ
ュ
社
の
幹
部
、

他
の
美
術
大
の
教
員
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
卒
業
生

も
見
学
に
訪
れ
、
学
生
た
ち

の
作
品
に
感
想
を
述
べ
た
。

　
来
場
者
か
ら
最
も
好
評
を

得
た
の
は
「
夏
奏
」。
川
崎

大
師
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

親
し
ま
れ
る
風
鈴
市
で
の
限

定
ギ
フ
ト
の
設
定
で
、
ギ
モ

ー
ヴ
が
入
っ
た
ガ
ラ
ス
容
器

は
風
鈴
と
し
て
そ
の
ま
ま
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
で
は
、
す
だ
れ
を
敷

き
、
朝
顔
の
花
を
ち
り
ば
め

た
。
メ
ン
バ
ー
の
長
内
桃
子

さ
ん
は
「
風
鈴
と
お
菓

子
を
組
み
合
わ
せ
て
夏

ら
し
さ
を
演
出
し
た
。

新
し
い
川
崎
の
姿
を
作
っ
て

み
た
か
っ
た
」
と
語
る
。
ブ

ー
ル
ミ
ッ
シ
ュ
営
業
部
の
塩

田
次
郎
部
長
は
「
ギ
フ
ト
と

し
て
も
完
成
度
が
非
常
に
高

い
」
と
評
価
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
円
筒
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
中
に
ギ
モ
ー
ヴ
付
き

小
型
ツ
リ
ー
を
入
れ
、
パ
ッ

破
魔
矢
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
「
福
渡
矢
」

風鈴の中にギモーヴを入れた「夏奏」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
り
組
み
を

説
明
す
る
学
生

須藤非常勤講師から「イノベーション」に

ついて講義を受ける（６月）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー（
７
月
、中
間
発
表
会
で
）

仏菓子のパッケージ考案
創
意
あ
ふ
れ
る
40
作
品

川崎の地域性生かした →

努力の成果を披露
プロジェクト中間発表＆コウサ展

認
知
症
の
人
と
の
共
生
を
探
る

 

ピ
ー
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
装
置
を
考
案

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部


